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市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
29
年
の
新
春
を
、
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
表
明
、
先
進

国
の
政
情
不
安
な
ど
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
安
全
保
障
の
面
で
も
、

北
朝
鮮
の
核
実
験
、
欧
米
で
相
次
ぐ
テ
ロ
事
件
、
中
国
の
海
洋
進
出
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
感
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
た
一
年
で
し
た
。
我
が
国
で
も
、
熊
本
地
震
、
北

海
道
・
東
北
地
方
を
襲
っ
た
台
風
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
改
め
て
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆

様
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
幸
い
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
頃
か
ら
減
災
に
向
け
た
取
組
の
重
要
さ
を
改
め

て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水
球
で
は
、
本
市
出
身
の
大
川
慶
悟
選
手
が

活
躍
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転
車
競
技
で
は
、
藤
田
征
樹
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
地
元
土
浦
に
持
ち
帰
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
夏
の
甲
子
園
で
は
、
常
総
学
院
が
８
強
入
り
、
大
相
撲
夏
場
所
で
は
髙
安
関
が
技
能

賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
本
市
の
若
い
ア
ス
リ
ー
ト
の
躍
進
が
目
立
つ
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
新
消
防
庁
舎
の
開
庁
、
水
郷
プ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
新
市
営
斎
場
の
供
用
な
ど
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
基
礎
を
固
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
年
は
、
図
書
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
核
と
し
た
駅
前
北
地
区
再
開
発
、
茨
城
国
体
で
野
球
会
場
と

な
る
川
口
運
動
公
園
野
球
場
、
来
年
開
校
の
新
治
地
区
小
中
一
貫
教
育
学
校
を
着
実
に
仕
上
げ
、
本
市
の

一
層
の
活
力
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
日
本
一
の「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」の

開
通
、
霞
ヶ
浦
を
含
む
筑
波
山
地
域
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
な
ど
を
契
機
に
、
地
域
資
源
を
有
効
活
用

し
な
が
ら
、
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
第
７
次
総
合
計
画
の
仕
上
げ
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
私
は
、
行

財
政
改
革
と
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、
今
後
10
年
先
を
見
据
え
た
第

８
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る「
水
・
み
ど
り
・
人
が
き
ら
め
く　
安
心
の
ま
ち　
活

力
の
ま
ち　
土
浦
」の
実
現
に
向
け
た
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、
決
意
を
も
っ
て
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
年
が
、
市
民
の
皆
様
、
大
好
き
な
土
浦
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

土
浦
市
長　
　

中　

川　
　

清
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本日
土
浦
全
国
花
火
競
技
大
会

一本
　
「
土
浦
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で

す
か
？
自
慢
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
す

か
？
」

　
土
浦
に
は
、
全
国
的
に
有
名
で
日
本
一

だ
と
言
わ
れ
る
も
の
か
ら
、
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
自
慢
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な「
意
外
と
自
慢
！
」な
土
浦
の

魅
力
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
土
浦
と
い
え
ば
花
火
が
有
名
で
す
。
桜

川
畔
で
開
催
さ
れ
る「
土
浦
全
国
花
火
競

技
大
会
」は
、
最
優
秀
の
花
火
業
者
に
内

閣
総
理
大
臣
賞
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
、
名

実
と
も
に
日
本
一
の
花
火
大
会
と
言
え
ま

す
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
花
火
師
が

そ
の
技
と
力
を
競
う
姿
を
見
に
70
万
を
越

え
る
人
々
が
土
浦
を
訪
れ
ま
す
。

　
ま
た
土
浦
は
レ
ン
コ
ン
の
産
地
と
し
て

も
有
名
で
す
。
霞
ヶ
浦
の
湖
岸
沿
い
を
中

心
に
栽
培
さ
れ
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇

り
、
各
地
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。
一
面
に
広

が
る
ハ
ス
田
と
そ
の
先
に
広
が
る
霞
ヶ
浦

の
風
景
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
初

夏
に
は
見
事
な
花
を
い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ

別
世
界
の
よ
う
な
美
し
さ
を
み
せ
ま
す
。

意
外
と
自
慢
！

つ
ち
う
ら
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日

　土浦には「日本三大○○」といわれ
ているものもあります。
※地域などにより諸説あり、「三大○○」と言
　われているものには違いがあります。

　
太
古
の
昔
、
土
浦
は
、
海
の
幸（
当
時

は
霞
ヶ
浦
が
海
と
繋
が
っ
て
い
た
）、
山

の
幸
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
土
地
で
し
た
。

日
本
最
古
級
の
製
塩
土
器
が
出
土
し
た
上

高
津
貝
塚
や
初
め
て「
み
ず
ら
」が
発
見
さ

れ
た
武
者
塚
古
墳
な
ど
、
貴
重
な
遺
跡
も

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代

に
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
風
情
が
、
街

の
あ
ち
こ
ち
に
感
じ
ら
れ
る
な
ど
、
歴
史

の
深
さ
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
春
に
は
、
県
の
天
然
記
念
物「
真
鍋
の

サ
ク
ラ
」を
は
じ
め
、市
内
の
至
る
所
で
桜

が
咲
き
誇
り
、
夏
は
霞
ヶ
浦
に
浮
か
ぶ
帆

曳
船
が
白
い
大
き
な
帆
を
広
げ
ま
す
。
秋

の
味
覚
を
楽
し
む
頃
に
は
、
新
治
の
山
な

み
が
赤
や
黄
色
に
色
づ
き
、
冬
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
湖
岸
の
風
景
を
彩
り
ま

す
。
変
化
に
富
ん
だ
四
季
の
風
景
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す

　
昨
年
、
土
浦
に
新
た
な
自
慢
の
一
つ
と

な
る「
日
本
一
」が
加
わ
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
次
頁
で
ご
紹
介
し
ま
す
。　

日
本
一

日本三大経塚

　久留米藩主有馬頼徳の三女竹姫が
土浦藩主土屋寅直へ嫁入りの際、久
留米水天宮の分霊を捧持し、土屋藩
邸内に祀ったものがはじまりとされ
ています。水難除け、農業、漁業、
海運、商売繁盛にご利益があると伝
えられ、安産の神としても知られて
います。（市指定建造物）

日本三大水天宮

日本三大山王流流鏑馬

　室町時代、従羅天（小神野越前守）
と弓の名手の市川将監が農作物を荒
らす大猿を退治したことに始まると
されています。伝承を基にしたもの
で、物語性を持つ珍しい流鏑馬です。
毎年四月の第一日曜日、 日枝神社に
ておこなわれます。（県指定無形民
俗文化財）

日枝神社の流鏑馬まつり

東城寺経塚群

　東城寺本堂の裏にある経塚群で大
小12基の塚から仏教の経典を納め
た経筒や鏡などが発見されました。
経筒に記された銘文により、平安時
代末期に豪族の常陸平氏多気致幹が
築いた経塚だと考えられています。
出土品は東京国立博物館に所蔵・展
示されています。（県指定史跡）

土浦水天宮
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（川口二丁目12-4）

（東城寺650）

（沢辺・小野・東城寺入会地127-1）

レ
ン
コ
ン
生
産
量
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桜
川
土
浦
潮
来
自
転
車
道
は
、

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
と
霞
ヶ

浦
自
転
車
道
を
土
浦
市
内
の
新
川

沿
い
で
つ
な
い
だ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
で
す
。
こ
の
二
つ
の
自
転

車
道
が
土
浦
市
内
で
つ
な
が
り
、

霞
ヶ
浦
の
湖
岸
に
も
出
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
土
浦
市
は
つ
く
ば
霞
ヶ

浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
要
の
地
と

な
り
ま
す
。
市
内
で
は
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

自
転
車
関
連
の
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
沿
線
全
域
で
は
、
乗
り
捨
て
可

日
本
一
長
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
！

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
も
う
♪

能
な
水
郷
筑
波
広
域
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
貸
出
施
設
が
７
か
所
に
あ
り
、

自
転
車
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
も

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
気
軽
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
そ
し
て
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
小
売
店
な

ど
地
元
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
80

か
所
の
自
転
車
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

パ
ン
ク
な
ど
の
故
障
を
修
理
す
る

た
め
の
工
具
や
空
気
入
れ
が
利
用

で
き
る
ほ
か
、
自
転
車
ラ
ッ
ク
や

ト
イ
レ
の
利
用
、
雨
宿
り
が
で
き
、

安
心
し
て
自
転
車
を
楽
し
め
る
環

境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

土
浦
が「
扇
の
要
」!!

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

　

昨
年
11
月
、
全
長
約
81
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の「
桜
川
土
浦
潮
来
自
転
車
道
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
都
道
府
県
道
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
は
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り
ま
す
。
こ
の
桜

川
土
浦
潮
来
自
転
車
道
と
霞
ヶ
浦（
西
浦
）の
湖
岸
一
周
を
合
わ
せ
た「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
」は
、
整
備
が
完
了
す
る
と
総
延
長
が
日
本
一
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
新
た
に「
土
浦
の
日
本
一
」に
加
わ
る
こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
市
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
環
境
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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神立駅

土浦駅

土浦北I.C.

桜土浦I.C.

コンビニ

つくば霞ヶ浦りんりんロード
桜川土浦潮来自転車道
レンタサイクル貸出施設
休憩所・トイレ
自転車サポートステーション

ラクスマリーナ

コンビニ

コンビニ

自転車店

まちかど蔵「大徳」

コンビニ

ほっと・One

コンビニ

旧酒店

虫掛休憩所

藤沢休憩所

トイレ

霞浦の湯

水郷体育館
至
阿
見

至かすみがうら

至つくば

上高津貝塚
ふるさと歴史の広場

ショッピング
モール

霞ヶ浦
医療センター

土浦土木事務所

市民運動広場

消防本部

市民会館

亀城公園

都和公民館

上大津公民館

新治地区公民館

至小町の館

土浦駅東口サイクルステーション

常
磐
自
動
車
道

広
域
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
担
当
に
聞
く

楽
し
み
方
の
ポ
イ
ン
ト

自
転
車
は
楽
し
む
も
の
と
心
得
よ
う
！

楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

目
的
に
合
わ
せ
て
ル
ー
ト
を
選
ぼ
う
！

公
共
交
通
機
関
と
組
み
合
わ
せ
て

色
々
な
ル
ー
ト
を
開
拓
し
て
み
よ
う
！

　
広
域
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
担
当

と
し
て
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
を
知
り
つ
く
す
、
ラ
ク
ス

マ
リ
ー
ナ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
伊
藤
孝
二
さ

ん
に
、
楽
し
み
方
の
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ホテル

ホテル

ホテル

　つくば霞ヶ浦りんりんロードはそ
の景色・見どころも充実しています。
　霞ヶ浦に面したルートでは、霞ヶ浦
と筑波山を一望でき、夕方には土浦の
市街地に沈む夕日を眺められる場所
もあります。りんりんロードでは、一
面に広がる田園風景を満喫できます。
春には満開の桜のトンネルをくぐり
ぬけるサイクリングが魅力です。
　他にも素晴らしい景色がたくさん
あります。自転車に乗ってお気に入り
の景色を見つけてみませんか。

サイクリングで市内を満喫！

つくば霞ヶ浦りんりんロード
　　　　土浦市内拡大MAP

　
こ
こ
か
ら
は
、
使
え
ば
も
っ
と

楽
し
め
る
、
設
備
や
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

ポ
タ
リ
ン
グ
が
お
す
す
め
。
水
郷

筑
波
サ
イ
ク
ル
リ
ン
ク
の
マ
ッ
プ

を
片
手
に
、
土
浦
市
内
を
自
転
車

で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
試
し
た
い
。そ
ん
な
あ
な
た
に
！

水
郷
筑
波
サ
イ
ク
ル
リ
ン
ク

楽
し
み
方
に
応
じ
て
使
い
分
け
！

土
浦
市
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と

水
郷
筑
波
広
域
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　
市
に
は
二
種
類
の
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
が
あ
り
、
ま
ち
か
ど
蔵
で
は

そ
の
両
方
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

市
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
街
な
か
の

観
光
に
、
広
域
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

（
要
予
約
）は
湖
岸
や
山
に
足
を
延

ば
し
た
い
と
き
に
最
適
で
す
。

荷
物
を
預
け
て
身
軽
に
！

着
替
え
も
で
き
る
！

土
浦
駅
東
口

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
や
更
衣
室
、

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
完
備
で
、
土
浦

駅
を
起
点
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽

し
む
方
に
お
す
す
め
。
駅
の
ト
イ

レ
が
近
く
、休
憩
に
も
使
え
ま
す
。

広
域
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
担
当
に
聞
く

楽
し
み
方
の
ポ
イ
ン
ト

自
転
車
は
楽
し
む
も
の
と
心
得
よ
う
！

楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

目
的
に
合
わ
せ
て
ル
ー
ト
を
選
ぼ
う
！

公
共
交
通
機
関
と
組
み
合
わ
せ
て

色
々
な
ル
ー
ト
を
開
拓
し
て
み
よ
う
！

　
広
域
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
担
当

と
し
て
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
を
知
り
つ
く
す
、
ラ
ク
ス

マ
リ
ー
ナ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
伊
藤
孝
二
さ

ん
に
、
楽
し
み
方
の
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
自
転
車
で
散
歩
す
る
こ
と
を
ポ

タ
リ
ン
グ
と
言
い
ま
す
。
長
い
距

離
は
ま
だ
ム
リ
！
と
い
う
方
に
は
、

春になると桜のトンネルが出現！

土浦の市街地に沈む夕日

筑波山と霞ヶ浦を一望

室内の様子

土浦市レンタサイクル。まちなか
交流ステーション「ほっとＯｎｅ」
と小町の館でも貸し出しています。

看板の二次元バーコード
で周辺情報を調べられる

ＭＡＰは３種類
こ
の
看
板
が
目
印

広域レンタサイクル
冬季（2月末まで）は利用休止
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土
浦
市
環
境
審
議
会

陸
上
自
衛
隊
夜
間
飛
行
訓
練

土
浦
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１
７

第
47
回
手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作

品
展

み
ん
な
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練

平
成
29
年
消
防
出
初
式

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
未
使
用
切

手
な
ど
を
募
集
し
ま
す

ど
ん
ど
焼
き

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

土浦市役所　☎826-1111
防災行政無線　　0120-826113
マイシティつちうら
まちの話題やニュースをお届けし
ます。土浦ケーブルテレビ　デジタル
11ch（111ch）【毎日9：00/12：00/16：
00/20：00 の各15分】

情報ひろば情報ひろば
日 日時・日程
会場場

対 対象者

内 内容
定 定員

問 問い合わせ

申 申込方法
料金・受講料￥

持 持ち物

締め切り

他 その他

講 講師

土浦市メールマガジン
行政、子育て、健康づくり、
観光・イベントなどの情報
をメールでお届けします。

登録はこちら

　
１
１
０
番
は
警
察
に
駆
け
つ
け

て
ほ
し
い
時
の
緊
急
通
報
ダ
イ
ヤ

ル
で
す
。
緊
急
・
事
故
以
外
の
ご

相
談
は
、
次
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
24
時

間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
＃
９
１
１
０

◎
女
性
専
用
相
談
電
話

０
２
９
・
３
０
１
・
８
１
０
７

問
土
浦
警
察
署（
☎
８
２
１
・
０

１
１
０
）

日
１
月
20
日
㈮
～
31
日
㈫

場
各
地
区
公
民
館
、
本
庁
舎
１
階

コ
ン
シ
ュ
ル
ジ
ュ
カ
ウ
ン
タ
ー

内
ユ
ネ
ス
コ「
寺
子
屋
運
動
」を
通

じ
、
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も

や
読
み
書
き
が
で
き
な
い
人
の

教
育
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

問
土
浦
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局　

（
市
民
活
動
課
内　

☎
内
線
２

０
３
１
）

日
１
月
21
日
㈯
～
26
日
㈭　
午
前

９
時
～
午
後
９
時（
月
曜
休
館
）

場
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
市
内
小
中
学
校
特
別
支
援
学
級
、

県
立
特
別
支
援
学
校
児
童
生
徒

の
作
品
展
示

問
菅
谷
小
学
校（
☎
８
３
１
・
８

３
３
１
）

日
２
月
２
日
㈭　
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波（
城
北
町
）

内
市
内
を
中
心
と
し
た
30
の
事
業

所
に
よ
る
展
示
、
各
事
業
所
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
商
談

ブ
ー
ス

問
土
浦
商
工
会
議
所（
☎
８
２
２・

０
３
９
１
）

日
１
月
28
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

～
４
時（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
午
後
１
時
か
ら
）

場
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
基
調
講
演（
関
谷　
昇
さ
ん
・
千

葉
大
学
教
授
）、パ
ネ
ル
ト
ー
ク

問
市
民
活
動
課（
☎
内
線
２
２
３
４
）

日
１
月
17
日
㈫　
午
前
10
時
か
ら

場
亀
城
公
園

内
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た

１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。こ
れ
に
あ
わ
せ
、通
報
や

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、水
消
火
器
に
よ

る
消
火
な
ど
の
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

問
文
化
課（
☎
内
線
５
１
２
０
）

日
１
月
14
日
㈯　
点
火
／
午
前
11

時（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～

11
時
30
分
。
荒
天
中
止
）

場
桜
川
河
川
敷（
学
園
大
橋
付
近
）

内
し
め
縄
な
ど
の
正
月
用
品
を
燃

や
し
、
１
年
間
の
無
病
息
災
を

祈
り
ま
す
。

他
先
着
２
０
０
人
に
お
餅
を
配
布

し
ま
す
。

※
持
ち
込
み
は
、
燃
や
せ
る
部
分

に
限
り
ま
す
。
正
月
用
品
に
付

属
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ

ニ
ー
ル
、
金
具
、
陶
製
、
生
も

日
１
月
24
日
㈫
～
26
日
㈭（
日
没
か

ら
３
時
間
以
内
）

場
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場
お

よ
び
周
辺
空
域

内
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
２
、
３
機

問
同
航
空
学
校
霞
ヶ
浦
校
総
務
課

（
☎
８
２
４
・
１
２
１
１　

内

線
３
４
２
０
）

日
１
月
20
日
㈮　
午
後
１
時
30
分

か
ら（
受
け
付
け
は
午
後
１
時

か
ら
）

場
本
庁
舎
３
階　
３
０
２
会
議
室

内
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
な
ど

定
傍
聴
者
／
10
人（
先
着
順
）

問
環
境
保
全
課（
☎
内
線
２
３
７
９
）

日
１
月
７
日
㈯　

①
観
閲
…
午
前
８
時
30
分
、
②

式
典
…
午
前
９
時
、
③
木
遣
り

歌・
梯
子
乗
り
…
午
前
10
時
45

分
、
④
分
列
行
進
…
午
前
11
時

10
分
、
⑤
一
斉
放
水（
消
防
車・

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）…
午
前

11
時
55
分

場
①
市
民
会
館
駐
車
場
、
②
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
、
③
う
ら
ら
広

場
、
④
う
ら
ら
広
場
前
、
⑤
土

浦
港（
川
口
二
丁
目・港
町
二
丁

目
）

※
雨
天
の
場
合
、式
典
の
み
の
開
催

問
消
防
本
部
警
防
救
急
課（
☎
８

２
１
・
０
１
１
９
）

の
は
外
し
て
、
当
日
の
午
前
９

時
以
降
に
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２

９
２
８
）

土浦市公式ツイッター
http://twitter.com/#!/tsuchiura_city

ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
お

祝
い
の
集
い

日
３
月
４
日
㈯　
午
前
10
時
～
11

時
30
分

場
総
合
福
祉
会
館（
ウ
ラ
ラ
２　

４
階
）

対
平
成
29
年
度
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
と

そ
の
保
護
者

内
入
学
祝
い
品
の
贈
呈
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

申
電
話
で

１
月
31
日
㈫

問
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
８
２
１・

５
９
９
５
）

▲



7　広報つちうら　2017.1.1

情報ひろば
　　　 土浦市の魅力を再発見するサイト「意外と〇〇！つちうら」

http://www.tsuchiura-pr.jp/

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
工
作
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
冬
季
講
座

案
内

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

県
南
病
院
介
護
予
防
教
室

「
体
力
測
定
」

保
育
所
非
常
勤
職
員
募
集

い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
募
集

平
成
29
年
度
土
浦
市
奨
学
生
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
地
域
市

民
講
演
会

日
任
用
期
間
／
平
成
29
年
４
月
１

日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

場
勤
務
地
／
公
立
保
育
所（
配
属

先
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）

定
①
保
育
士
…
５
人
程
度
、
②
正

看
護
師
…
３
人

￥
賃
金
／
①
月
給
16
万
円（
昇
給
有

り
）、
②
時
給
１
３
７
０
円

※
応
募
方
法
や
勤
務
条
件
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
こ
ど
も
福
祉
課（
☎
内
線
２
４

１
９
）

日
１
月
22
日
㈰　
午
後
１
時
30
分

～
４
時

場
同
病
院　
Ｂ
棟
デ
イ
ケ
ア
室

内
血
圧・握
力・歩
行
能
力
な
ど
の

測
定
と
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

持
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

問
同
病
院（
☎
８
４
１・１
１
４
８
）

簡
単
エ
ア
ロ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

日
１
月
29
日
～
３
月
12
日
の
日
曜

　
日　
午
前
11
時
～
正
午（
全
６
回
）

講
所　

あ
け
み
さ
ん（
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ａ

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
・
ス

イ
ー
ツ
講
座

日
２
月
10
日
㈮
、
17
日
㈮　
午
後

７
時
～
９
時

講
宮
崎
芳
子
さ
ん（
パ
ン
ケ
ー
キ

教
室
講
師
）

￥
３
０
０
０
円

春
に
向
け
て
の
ア
ロ
マ

日
２
月
２
日
㈭
、
16
日
㈭
、
３
月

２
日
㈭

講
白
石
久
美
さ
ん（
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ス
ト
）

￥
３
０
０
０
円

日
任
期
／
平
成
29
年
４
月
上
旬
～

平
成
30
年
３
月
31
日

対
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
の
女
性
で
、
公
務
員

や
議
員
で
な
い
方

内
県
広
報
紙
へ
の
掲
載
記
事
の
作

成
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
情
報

発
信

定
募
集
人
数
／
４
人

￥
謝
礼
／
年
間
６
万
円

２
月
10
日
㈮

※
募
集
要
項
や
応
募
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
県
広
報
広
聴
課（
☎
０
２
９
・

３
０
１
・
２
１
２
８
）

日
２
月
10
日
㈮　
午
前
10
時
～
午

後
３
時

※
２
月
21
日
㈫
に
実
地
研
修
予
定

場
土
浦
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
受
講
後
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
方（
月
１
回
程
度
）

内
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
絵
本
の
読
み
聞

対
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

◉
平
成
29
年
３
月
に
市
立
中
学
校

を
卒
業
し
、
県
内
の
高
等
学
校

に
進
学
を
予
定
し
て
い
る
方

日
１
月
14
日
㈯　
午
後
２
時
～
４
時

場
神
立
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
在
宅
療
養
生
活
を
支
え
る「
か
か

り
つ
け
医
」に
つ
い
て
ほ
か

問
高
齢
福
祉
課（
☎
内
線
２
５
０
０
）

日
２
月
17
日
㈮　
午
前
９
時
～
午

後
11
時
30
分 

場
消
防
本
部
３
階

定
40
人（
先
着
順
）

￥
１
５
０
０
円

申
１
月
20
日
㈮
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
の
間
に
直
接

問
消
防
本
部
予
防
課（
☎
８
２
１・

５
９
６
７
）

日
２
月
８
日
㈬
、13
日
㈪
、22
日
㈬
、

３
月
１
日
㈬
、８
日
㈬　
午
前
10

時
～
午
後
４
時

場
総
合
福
祉
会
館（
ウ
ラ
ラ
２　
４
階
）

対
受
講
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
活
動

で
き
る
方

内
子
育
て
に
関
す
る
知
識
な
ど

定
20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

申
電
話
で

１
月
31
日
㈫

問
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
８
２
１・

５
９
９
５
）

日
１
月
29
日
㈰　
午
前
11
時
か
ら
、

午
後
２
時
か
ら

場
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

対
小
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
）

内
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を

使
っ
て
、
節
分
に
遊
べ
る
鬼
の

お
も
ち
ゃ
を
作
成
し
ま
す
。

定
各
10
人（
先
着
順
）

申
電
話
ま
た
は
直
接

問
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２

６
・
４
８
２
９
）

◉
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

◉
引
き
続
き
１
年
以
上
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方（
扶
養
義

務
者
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方

も
含
む
）

◉
成
績
良
好
、
品
行
方
正
で
あ
る

◉
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

内
給
付
金
額
／
月
額
７
０
０
０
円

定
16
人

申
在
学
し
て
い
る
中
学
校
の
校
長

か
ら
の
推
薦
が
必
要
で
す
。
担

任
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〆
２
月
７
日
㈫

問
教
育
総
務
課（
☎
内
線
５
１
０
３
）

手
作
り
恵
方
巻
き
体
験
講
座

日
１
月
31
日
㈫

講
青
木
美
加
さ
ん（
デ
コ
巻
き
寿

司
マ
イ
ス
タ
ー
）

￥
１
５
０
０
円

◎
共
通

場
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
市
内
在
住・
在
学
の
お
お
む
ね

40
歳
以
下
の
方

定
各
10
人

申
電
話
ま
た
は
直
接

１
月
20
日
㈮

問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
☎
８
２

２
・
７
９
２
１
）

か
せ
方
な
ど

定
10
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

申
電
話
で

１
月
31
日
㈫

問
市
立
図
書
館（
☎
８
２
３・４
６

４
６
）
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市
民
の
皆
さ
ま　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
は
奈
良
国
立
博
物
館
で
土
浦
市
と
関
係
深
い
鎌
倉
時
代
の
律り
つ
僧そ
う
忍に
ん
し
ょ
う
性
の
生
誕
八
百
年
記
念
特
別
展
が
開
催
さ
れ
、
土
浦
市
立
博
物

館
か
ら
も
多
く
の
文
化
財
が
貸
出
・
展
示
さ
れ
て
大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。　
　
　

　
さ
て
今
回
は
、
市
内
田
村
町
の
国
道
３
５
４
号
線（
か
す
み
が
う
ら
市
か
ら
木
田
余
方
面
に
抜
け
る
国
道
）工
事
に
伴
う
下し
も
ご
う郷
古
墳
群
の
発
掘

調
査
で
、
平
成
９
年
に
発
見
さ
れ
た「
半は
ん
り
ょ
う
せ
ん

両
銭
」１
枚
と
、
同
じ
く
市
内
木
田
余
東
台
の
御ご
り
ょ
う
ヨ
大
遺
跡
か
ら
昭
和
63
年
か
ら
平
成
３
年
に
か
け
て

行
わ
れ
た
木
田
余
土
地
区
画
整
理
事
業
に
先
立
つ
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た「
五ご

銖し
ゅ

銭せ
ん

」１
枚
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
貨
幣
は
双
方
と
も
に
中
国
の
前
漢
代（
紀
元
前
２
０
６
～
後
８
年
）を
中
心
に
鋳
造
さ
れ
、
そ
の
後
我
が
国
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
半
両
銭
は
中
国
、
秦し
ん
の
始し
こ
う
て
い

皇
帝
が
、
円
形
の
貨
幣
の
中
心
に
方
形
の
穴
を
開
け
た
銭
に
統
一
し
た
最
初
の
も
の
で
す
。
中
国
で
は
銅
銭
は
重

さ
の
基
本
単
位
で
、
１
斤き
ん
は
16
両
、
１
両
は
24
銖
、
１
銖
は
約
０
・
59
㌘
で
す
。
半
両
銭
は
秦
代
か
ら
漢
代
に
の
み
鋳
造
さ
れ
ま
し
た
。
始
皇

帝
が
鋳
造
し
た
銭
は
十
二
銖
半
両
、漢
代
の
少し
ょ
う
て
い帝の
八
銖
半
両（
紀
元
前
１
８
６
年
）、文ぶ
ん
て
い帝
の
四
銖
半
両（
紀
元
前
１
７
５
年
）と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
下
郷
古
墳
群
で
発
見
さ
れ
た
半
両
銭
は
２
・
３
㌘
の
重
さ
か
ら
推
定
し
て
、
最
後
に
鋳
造
さ
れ
た
文
帝
時
代
の
貨
幣
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

土
浦
市
立
博
物
館
長

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
館
長

茨
城
大
学
名
誉
教
授

茂
木
雅
博
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市
内
発
見
の
中
国
コ
イ
ン

新
春

　
文
芸
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五
銖
銭
は
前
漢
の
武
帝
が
元げ
ん
し
ゃ狩

４
年（
紀
元
前
１
１
９
年
）に
初
鋳
造
し
、
隋ず
い

代（
５
８
９
～
６
１
８
年
）ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
貨
幣
は
し
ば
し
ば
改
鋳
さ
れ
た
た
め
に
、
形
体
や
字
体
に
変
化
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
な
お
中
国
で
は
、
一
銖
銭
と
し
て
新
の
王お
う
も
う莽
が

始し
け
ん
こ
く

建
国
元
年（
９
年
）に
小し
ょ
う
せ
ん
ち
ょ
く
い
ち

泉
直
一
と
い
う
五
銖
銭
一
単
位
の
価
値
を
有
す
る
小
銭
を
鋳
造
し
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
で
は
発
見
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
今
回
紹
介
し
た
２
枚
の
中
国
コ
イ
ン
は
ど
ん
な
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
半
両
銭
の
出
土
し
た
下
郷
古
墳
群
は
、
昭
和
55
年

７
月
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
湖
畔
荘
」建
設
に
よ
っ
て
記
録
保
存
後
一
部
が
削さ
く
へ
い平
さ
れ
た
遺
跡
で
、
そ
の
折
南
側
の
円
墳（
２
号
墳
）は
遺
存
状
態

が
良
か
っ
た
の
で
保
存
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年
度
、
こ
の
古
墳
を
避
け
て
国
道
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
縄
文

時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
複
合
す
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
一
角
に
中
世
末
期（
15
～
16
世
紀
頃
）の
石
塔
を
伴
う
土ど
こ
う坑

が
発
見
さ
れ
、
こ
の
付
近
で
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
す
。
古
銭
は
ほ
か
に
、
中
国
北
宋
時
代
の
皇こ
う
宋そ
う
つ
う通
寶ほ
う（
１
０
３
８
年
）も
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

五
銖
銭
は
御
ヨ
大
遺
跡
の
Ｓ
Ｘ‐２
号
と
命
名
さ
れ
た
中
世
土
坑
か
ら
発
見
さ
れ
、北
宋
時
代
の
嘉か

祐ゆ
う
元げ
ん
ぽ
う寶（
１
０
５
６
年
）、元げ
ん
ゆ
う祐
通つ
う
寶ほ
う（
１
０
８
６

年
）の
２
枚
が
一
緒
に
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
事
実
か
ら
、
こ
れ
ら
二
枚
の
中
国
コ
イ
ン
は
弥
生
時
代
の
遺
物
で
は
な
く
、
中
世
の
埋ま
い

納の
う

銭せ
ん

と
同
じ
性
格
の
資
料
で
あ
り
、
同
様
の

遺
跡
は
千
葉
県
や
長
野
県
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
末
か
ら
鎌

倉
・
室
町
時
代（
中
世
）に
か
け
て
貨
幣
経
済
が
活
発
に
な
っ
た
た
め
，
中
国
の
宋

や
明
王
朝
の
貨
幣
を
大
量
に
輸
入
し
て
，
日
本
全
国
で
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
国
の
コ
イ
ン
が
、
渡
来
銭
と
し
て
市
内
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

た
意
義
は
考
古
学
上
大
変
貴
重
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
半
両
銭
の
弥
生

時
代
遺
跡
か
ら
の
発
見
は
、
北
九
州
を
中
心
に
現
在
５
遺
跡
24
枚
、
五
銖
銭
は
５

遺
跡
１
０
０
枚
が
発
見
さ
れ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
両
銭
と
も
に
福
岡
県
沖

ノ
島
か
ら
祭さ
い
し祀
遺
物
と
し
て
前
者
が
20
枚
，
後
者
が
96
枚
発
見
さ
れ
て
お
り
、
他

の
4
遺
跡
は
い
ず
れ
も
各
１
枚
の
み
で
す
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
銅
銭

が
わ
が
国
に
伝
来
し
た
の
は
当
時
の
威い
し
ん信
財ざ
い
あ
る
い
は
神
祭
の
祭
器
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
文ぶ
ん
ぶ
つ物

が
後
世
の
土
浦
か
ら
発
見
さ
れ
た
も

の
で
し
ょ
う
。

9　広報つちうら　2015.1.19　広報つちうら　2017.1.1

半両銭（右は拓本）
（下郷古墳群）

五銖銭（右は拓本）
（御　遺跡）ヨ
大
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新
春
文
芸

荒
木
富
美
子

市
島　

紀
郎

菊
地　

公
代

泉
沢　

浩
志

櫻
井　

雅
江

大
越　

里
子

小
松
﨑
み
ず
え

　

ブ
ラ
ジ
ル
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
健
常
者
、
障
害
者
共
に
日
本
選
手
が

活
躍
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
が
体
力
限
界
に
挑
戦
す
る
姿
に
感
動
す
る
。

　

霞
ヶ
浦
の
さ
ざ
波
を
見
て
い
る
と
こ
れ
ま
で
の
色
々
な
歳
月
が
甦
る
。
棲

み
つ
い
た
候
鳥
も
多
く
眺
め
て
い
る
と
元
気
が
湧
い
て
く
る
。

　

門
松
は
立
て
な
い
け
れ
ど
も
自
分
で
打
っ
た
能
面
の
気
に
入
り
の
小
面
を

飾
り
祝
福
す
る
。

　

シ
ベ
リ
ア
東
部
で
繁
殖
し
た
白
鳥
は
霞
ヶ
浦
へ
渡
来
し
越
冬
す
る
。
親
鳥

の
愛
情
に
加
護
さ
れ
成
長
し
て
ゆ
く
光
景
は
、
微
笑
ま
し
く
正
に
癒
さ
れ
る
。

　

老
妻
の
作
る「
な
め
こ
」汁
は
好
物
で
す
。
特
に
夕ゆ

う
げ餉
の
食
卓
に
並
ぶ
、
な

め
汁
は
食
欲
が
出
て
卒
寿
を
迎
え
た
自
分
に
は
健
康
食
と
思
っ
て
い
る
。

　

長
年
住
み
慣
れ
た
地
は
安
住
の
地
で
す
。
お
互
い
に
子
や
孫
を
育
て
た
当
時

を
思
い
出
し
て
話
し
合
う
時
心
が
和
み
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き
で
す
。

　

八
百
年
近
く
経
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ざ
鎌
倉
！
の
道
が
土
浦
に
あ
り
ま
し

た
。
桜
で
有
名
な
真
鍋
小
学
校
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

若
い
頃
よ
り
夢
を
抱
い
て
行
こ
う
と
思
い
つ
つ
、
何
一
つ
成
さ
ず
に
高
齢

と
な
っ
た
今
日
、
結
局
は
長
く
続
い
た
短
歌
こ
そ
、
私
の
永
遠
の
夢
で
し
た
。

全
身
の
力
発
揮
す
リ
オ
の
地
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
健
気
に
競
う

歳
月
は
行
き
返
り
し
て
さ
ざ
波
の
霞
ヶ
浦
に
候
鳥
棲
み
つ
く

老
い
の
春
松
は
立
て
ね
ど
小こ
お
も
て面
を
床
の
間
に
掛
け
祝
杯
を
あ
ぐ

千
代
の
春
霞
浦
に
子
連
れ
の
白
鳥
は
空
へ
つ
ぎ
つ
ぎ
煌
め
き
飛
翔
す

な
め
こ
汁
の
み
ど
さ
や
か
に
上
下
し
て
至
福
の
刻
を
過
ご
し
を
り
い
ま

子
や
孫
の
幼
き
頃
を
語
り
合
う
隣
人
と
た
の
し
小
春
日
う
ら
ら

登
り
ゆ
く
径
は
木
影
に
行
き
止
ま
る
鎌
倉
街
道
の
名
の
み
遺
し
て

夢
ひ
と
つ
抱
き
て
行
か
む
黎
明
に
限
り
も
あ
ら
ぬ
空
仰
ぎ
つ
つ

　

竜
ヶ
峰
の
我
が
家
に
は
奥
座
敷
ま
で
も
陽
が
入
り
来
る
。
終つ

い

の
住す

み
か家
は
四

季
に
恵
ま
れ
酉
は
一ひ

と
ひ日
の
幸
を
知
ら
す
明
け
の
と
り
で
す
。

朝
の
窓
大
き
く
開
き
て
太
陽
の
燃
ゆ
れ
ば
今
年
も
良
き
酉
年
と
な
ら
ん

　

梅
は
、
ま
だ
寒
さ
が
厳
し
い
頃
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。
中
で
も
冬
至
梅
は

早
咲
き
の
品
種
で
、
健
気
さ
と
強
さ
を
感
じ
る
。

　

十
二
支
の
う
ち
で
も
に
わ
と
り
は
好
き
で
天
の
岩
戸
問
題
で
尚
更
親
近
感

を
持
つ
。
酉
年
八
度
目
の
九
十
六
歳
、
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
す
様
に
。

穏
や
か
な
日
差
し
を
浴
び
て
池
に
遊
ぶ
水
鳥
。
一
服
の
お
茶
を
頂
き
な
が
ら

眺
め
て
い
る
と
日
常
の
忙せ

わ

し
さ
も
忘
れ
ゆ
っ
た
り
心
が
ほ
ぐ
ゆ
く
。

　

人
狂
い
、
自
然
も
狂
っ
た
大
変
な
世
紀
を
生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
思
い
か

ら
、
待
つ
日
の
出
。
今
年
は
平
和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ
た
。

　

毎
年
正
月
は
庭
の
南
天
を
活
け
ま
す
。
今
年
も
佳
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
と
願
い
な
が
ら
。

　

け
た
た
ま
し
く
啼
く
ひ
よ
ど
り
は
ひ
と
と
き
叫
ん
だ
の
ち
、
さ
っ
と
飛
ん

で
行
っ
て
し
ま
う
。
私
は
そ
の
い
さ
ぎ
よ
さ
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　

土
浦
の
花
火
大
会
は
、
花
火
師
の
競
い
合
う
大
会
で
あ
り
華
や
か
に
行
わ

れ
る
。
見
る
人
も
、
作
る
人
も
思
い
を
空
に
夢
の
一
夜
。

そ
れ
ぞ
れ
の
顔
に
映
り
し
ス
タ
ー
マ
イ
ン
一ひ
と
よ夜
の
空
を
絢
爛
に
舞
う

梅
園
の
傾な
だ

り
に
ほ
こ
ろ
ぶ
冬
至
梅ば
い
は
る春
を
先
駆
け
ほ
の
か
に
香
る

あ
け
初
め
し
雲
の
ま
に
ま
に
鳴
く
こ
え
は
に
わ
と
り
我
の
八
度
目
の
干
支

六り
く
ぎ
え
ん

義
園
の
広
ら
な
池
に
は
つ
春
の
光
ま
き
つ
つ
水
鳥
あ
そ
ぶ

見
は
る
か
す
水
平
線
に
陽
が
の
ぼ
る
ひ
た
す
ら
祈
り
ぬ
世
界
の
平
和
を

ゆ
っ
さ
り
と
活
け
し
南
天
の
朱
実
ほ
ど
幸
多
く
あ
れ
ひ
の
と
酉
年

柿
の
木
あ
た
り
わ
れ
を
呼
ぶ
ご
と
励
ま
す
ご
と
ひ
よ
ど
り
が
啼な

く
明
日
も
き
た
れ
よ

和
希　

明
美

平
澤　

良
子

山
口　

あ
さ

瀬
古
澤
和
子

金
丸　

玉
貴

菊
田　

智
子

宇
留
野
む
つ
み

井
上　

秀
子

新
春
に
詠
む
短
歌

新
春
に
詠
む
短
歌

高
井　
　

昭
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太
田　

鳴
子

臼
井　

桃
代

堤　

丁
玄
坊

内
田　

一
水

山
口　

笑
花

木
内
た
け
し

長
井
ま
さ
こ

田
邉　

余
市

野
心
ま
だ
捨
て
て
は
い
な
い
奴
凧

ご
時
世
で
死
語
と
な
っ
て
る
福
笑
い

ド
ゥ
マ
イ
ベ
ス
ト
夢
が
膨
ら
む
初
日
の
出

喪
に
服
し
抹
茶
を
す
す
り
屠
蘇
気
分

1

枚1

枚
心
に
刻
む
年
賀
状

初
詣
願
い
膨
ら
む
年
男

曾
孫
の
お
披
露
目
も
あ
る
祝
い
膳

あ
り
が
た
や
米
寿
の
初
日
浦
の
上

　

大
空
に
の
ん
び
り
浮
か
ん
で
い
る
様
に
見
え
る
凧
に
も
今
年
は
飛
躍
を
し

た
い
と
い
う
野
心
を
持
っ
て
い
る
。
私
自
身
も
そ
う
有
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

正
月
の
風
物
詩
の
遊
び
も
、
時
の
流
れ
と
共
に
変
化
し
て
い
く
。
ス
マ
ホ

や
ゲ
ー
ム
に
押
さ
れ
、
一
家
団
ら
ん
が
減
っ
て
い
る
。
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
今
年
も
最
善
を
尽
く
し
た
い
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
ま

た
新
し
い
夢
が
芽
生
え
、
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
。

　

亡
母
の
喪
に
服
し
、
楽
し
い
お
正
月
を
如
何
に
過
ご
す
べ
き
か
。
少
し
は

お
酒
の
量
が
減
る
だ
ろ
う
か
。
中
身
の
あ
る
松
の
内
に
し
た
い
で
す
。

　

昨
今
の
賀
状
は
カ
ラ
フ
ル
で
楽
し
い
気
分
に
な
る
。

　

神
様
は
そ
の
年
が
干
支
の
人
の
願
い
事
は
少
し
無
理
で
も
叶
え
て
や
ろ
う

と
し
て
い
る
と
、
冗
談
め
か
し
て
結
構
本
気
で
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
正
月
の
め
で
た
さ
と
長
寿
を
祝
っ
て
親
子
四
代
が
集
ま
っ
た
。
に
ぎ
や

か
さ
が
と
て
も
嬉
し
い
。

　

健
康
に
恵
ま
れ
息
災
に
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
素
直
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
長
寿
者
と
し
て
国
・
市
・
地
区
か
ら
記
念
品
等
頂
き
ま
し
た
。

新
春
に
詠
む
川
柳

新
春
に
詠
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川
柳
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福
寿
草
明
る
い
会
話
弾
み
お
り

古
橋　

初
子

お
年
玉
祖
父
よ
り
賜
う
昔
か
な

福
嶋
マ
ス
イ

護
摩
火
赤か

っ
と
万
の
願
い
の
初
詣

沼
尻　

芳
子

佳
き
年
の
予
感
か
実
千
両
光
る

高
田　

智
子

元
朝
や
雄
鶏
こ
と
に
高
鳴
け
り

関
沢　

美
江

蓮
根
の
く
の
字
く
の
字
の
前
遊
び

小
池　

陽
子

初
春
や
な
め
ら
か
に
開
く
自
動
ド
ア

狩
谷　
　

諭

正
月
や
母
に
成
り
切
る
割
烹
着

加
藤　

節
子

　

年
始
客
の
話
し
声
が
す
る
。
迎
え
て
い
る
の
は
福
寿
草
。
ほ
っ
こ
り
ふ
く

よ
か
な
時
が
流
れ
る
。
初
日
の
中
で
、
花
と
人
と
の
対
話
が
眩
し
く
輝
く
。

　

幼
い
頃
、
お
年
玉
は
元
朝
に
、
祖
父
か
ら
家
族
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
た
。

ニ
コ
リ
と
も
し
な
い
祖
父
に
、
厳
か
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

　

初
詣
は
家
族
揃
っ
て
成
田
山
へ
出
掛
け
て
い
る
。
家
内
安
全
と
共
に
今
年

は
、
更
に
祈
願
が
増
え
た
。
身
内
に
三
人
の
受
験
生
が
い
る
か
ら
だ
。

　

異
常
気
象
の
続
く
昨
今
。
床
の
間
の
正
月
の
生
け
花
は
、
明
る
い
光
沢
の

あ
る
実
千
両
。
新
し
い
年
が
、
平
和
で
幸
せ
で
あ
る
よ
う
な
予
感
が
す
る
。

　

昔
、
近
所
で
飼
っ
て
い
た
鶏
が
、
元
旦
に
は
そ
の
鳴
き
声
が
一
際
大
き
く

聞
こ
え
た
。
思
わ
ず
、
今
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ
た
。

　

色
あ
せ
た
蓮
の
葉
や
茎
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
で
揺
れ
て
い
る
。
収
穫
を

待
つ
蓮
根
は
、
新
年
を
ど
ん
な
景
色
に
見
通
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

除
夜
を
境
に
、
新
年
の
ド
ア
が
静
か
に
開
き
、
一
年
が
始
ま
る
。
健
康
で

心
豊
か
な
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
力
強
く
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。

　

母
は
、
正
月
に
は
必
ず
着
物
に
真
新
し
い
割
烹
着
を
着
て
台
所
に
立
っ
て

い
た
。
そ
の
姿
と
心
意
気
を
、
私
な
り
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

新
春
に
詠
む
俳
句

新
春
に
詠
む
俳
句
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